
甲 良 民 報 
２０２３年８月６日    ８９１号 
発行責任：日本共産党甲良町議員 
連絡：甲良町在士 373（西澤） 
Tel：38-4949  Fax：38-2242 

ご相談・ご要望をどうぞ。ご相談・ご要望をどうぞ。ご相談・ご要望をどうぞ。ご相談・ご要望をどうぞ。☆くらし・税金・教育などの相談は 西澤伸明西澤伸明西澤伸明西澤伸明38‐4949 
◎日本共産党の見解を紹介します◎日本共産党の見解を紹介します◎日本共産党の見解を紹介します◎日本共産党の見解を紹介します。メール shigakoura.jcp@ares.eonet.ne.jp ホームページもごらんください【「西澤伸明」で検索】 

高い合計特殊出生率の
鍵は「安心感」 

♦住むところがあって安心 
若者向け住宅の建設（平成 23年～27

年：合計 81戸） 

♦働くことができて安心 
町有地を企業に区画分譲➡完売だが、

思うようには売却できず（担当者） 

♦子育ての負担が軽くなって安心 
結婚、妊娠、出産、子育てにかかる費

用をトータルに支援 

♦子育ての悩みや喜びが共有できて
安心 
チャイルドホームで交流 

♦町のみんなが子育てを応援してくれ
て安心 

 

 

 

岡山県奈義町 
視察研修報告 
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２
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０
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．
９
５
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れ
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取
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「
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滅
自
治

体
」
と
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衝
撃
を
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え
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人
研
の
発
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か
ら
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し
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、
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す
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に
科
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的
な
分
析
で

「今
後
６
～
７
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の

チ
ャ
ン
ス
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０
３
０
年
代
に
入
る
と
出

産
期
の
女
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が
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っ
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し
ま
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ま
さ
に
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本
来
は
国
の
責
任
で 

よ
り
根
本
的
に
は
、
こ
の
２
月
、
奈
義

町
を
視
察
し
た
岸
田
総
理
が
「軍
拡
熱
中
」

か
ら
目
覚
め
、
名
実
と
も
に

「異
次
元
の

子
育
て
支
援
」
の
予
算
を
確
保
す
る
こ
と

が
最
も
重
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

甲良町では実施していない 

支援制度の一例 
＊町独自の奨学育英金 
 卒業後に町への定住で全額返済免除 

＊高校生への就学支援金 

（年額２４万円） 
 奈義町には高校がなく、周辺高校に

通学する交通費月２万円として支援 


